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論文内容の要旨
現在，高齢社会に相応しい居住環境の整備が重要かっ急務の課題となっている。高齢社会における居住
環境問題は高齢者の特性を踏まえた上で解決可能となる。そこで，本論文では居住性能としてまず求めら
れる安全性の確保に貢献するために，つぎの2点を目的として研究を遂行した。一つは，日常生活圏域に
おける日常生活事故の実態を把握し同事故に関する年齢特性や性差を見出しそれらを生理機能と照合
させることにより，高齢社会における日常生活の安全性に関する問題点を抽出することである。もう一つ
は，抽出した問題点のうち「つまず、きによる転倒事故Jに焦点を絞り そのメカニズムを「段差|に着目
した視覚的な認知実験により検証し，日常生活事故防止対策に役立つ知見を得ることである。本論文は序
論，本論，結論から構成され，本論は2編.5章からなる。第 1編〈第 2章〉ではH常生活の安全性に関
する問題点の把握を行い，第2編(第3:i撃~第6章)では転倒事故の安全対策に関する視覚的検討を行ゥ
ている。以ドに，本論文の各章の概要を述べる。
序論の第L章では，研究背景，既往研究と本研究の範囲，研究目的，論文構成について述べている。
第2章では，年齢・性別に円常生活事故の実態を統計資料を用いて把握し，同事故の年齢特性および性
差の検討を行った。まず.人日動態統計から，日常生活事故に関連する事故について年齢・性別に死亡者
数の動向に概観した。つぎに救急隊出動記録から H常生活圏域で発生した日常生活事故の様々な情報
を抽出し.4206件の日常生活事故のデータを用いて，年齢・性別に分析することによって，高齢化する社
会の中で問題視されるH常生活事故とは何かを明らかにした。
第3章では，前章で注目すべき問題として抽出された転倒事故の発生機構および事故防止対策の明確化
に対して必要と考えられる事象を踏まえた実験研究計ー画の立案を行った。まず，前章において明らかになっ
た転倒事故の発生状況や既往研究の検討により研究の視点を明確にした。つぎに転倒事故防止のための
仮説モデルを設定し，このモデルに基づ、いた実験を考案した。すなわち，つまずき，転倒事故を引き起こ
している段差に着目して，認知科学的なアプローチから事故発生機構の仮説モデルをつくり，モデルの実
証実験を視覚的観点から計画した。
第4章から第6章までは前章で計画した実験を実行している。
第4章は，何が段差の見やすさを左右しているのか明らかにすることを目的としている。すなわち，段
差の存在に気付かないことによる危険性に着目して，段差の視認性に関する実験を行った。まず，様々な
視環境条件の.ドで段差の視認性評価実験を行うことで段差の視認性に大きな影響を及ぼす環境条件につ
いて明らかにし，つぎに，高齢者の視覚特性と段差の視認性との関係から高齢者に転倒事故が急増する理
由について視覚的な観点からの考案を行った。
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第5章は，段差を見誤らせやすい要素を明らかにすることを凶的としている。すなわち，歩行面の模様
が段差の視認性に与える影響を段差の視認性評価実験を行うことにより明らかにしさらにどのような見
方をしているか眼球運動を分析することにより 模様が段差の視認性にうえている影響について人間の能
動的な視覚の観点から検討を行った。
第6草は，段差への注意の大きさと行動の関係を明らかにすることを目的としている。すなわち，歩行
して段差を通過するときの眼球運動から段差への注目度を分析しそれがどのような歩行動作につながっ
ているのかについて検討を行った。
第7章では，以上の実験から導かれた結果に基づき第3章で設定した事故発生機構の仮説モデルを検討
し段差に着目した高齢者の転倒事故防止に関する結論を述べている。
すなわち，段差につまずかないような歩行行動を行うためには段差を正しく認識している必要がある。
ところが，高齢者にとって環境条件が段差の視認性に与える影響は大きく，条件に応じて段差を認識でき
る度合が変化した。また一方で高齢者は段差を認識すると，注意が段差に集中しやすく視野全体に対す
るバランスを欠いた見右をすることがわかった。したがって，段差を設ける場合には，段差を認識しやす
い環境条件に加えて.高齢者特有の歩行特性や周辺環境と段差に対する注目度のバランスを十分検討する
必要があることが明らかとなった。
論文審査結果の要旨
わが国の65歳以上人口は国民全体の14%を既に超え、高齢社会に到達している。予測によれば， 21世紀
前半には高僻者の比率はピークを迎える。このような社会的背景の中にあって安全で暮らしやすい居住
環境の早急な策定が望まれている。自然災害による高齢者の被災率は極めて高く，災害弱者として位置付
けられているが.日常の生活において発生する様々な事故による被災率も同様に高齢者で高いことが明ら
かになっている。
本論文は，このような背景から，まず住宅を中心とした居住環境の中で日常的に発生する事故の実態を
詳細に検討し，とくに人的な属性である年齢・性に着目して生理的視点から，高齢社会における日常生活
の安全性に関する問題点を抽出している。
さらに，この結果に基づき各種事故のうち既往の研究で解明が遅れている，半面上の床段差におけるつ
まずきによる転倒事故に着目し転倒のメカニズムを段差の視覚的な認知による実験および実際の歩行動
作に関する解析により検討して，高齢者の段差部歩行時における段差認知および歩行特件ーを明らかにした
意義は大きい。
論文は，序論，本論.結論の三部7章から構成されている。まず，第 1章では関連する既往研究の整理
により研究の視点を定め，この研究全体の流れについて述べている。
第2章では，厚生省の人口動態統計および消防署の救急隊出動記録を用いた日常生活事故に対する統計
解折を行い，事故発生に関する年齢特性や性差について詳細な検討を行っている。なお，本論文では自動
車に関わる交通事故は対象から除外している。本章における結論に基づき.研究の対象を平面上の床段差
に絞り，高齢者のつまずきによる転倒事故のメカニズムを実験により明らかにすることとしている。
第3章では，まず本論文で述べられる実験研究の体系的整理を行い，段差認知行動の近似モデルを構築
している。さらに，環境条件設定の容易な人工気候室内における静止立位の状態での段差視野性実験から
実大のモデル住宅内で、の歩行実験までの計画立案を行っている。
第4章から第6章では，第3章で計画した実験を実施しているが，いずれも被験者に高齢者と若者を用
い比較検討している，まず第4章では，段差の存在に気付かなかったか.存在を正しく理解していなかっ
た状態を仮定して，段差の視認性評価を行っている。結果として.照度が視認性評価に及ぼす影響は大き
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く，段差高さが視認性に与える影響が顕著であった。また，輝度対比が1に近づくほど評価が下が勺たが，
これは立体視を必要とする場合の特性であると結論づけられた。さらにアイカメラを用いた眼球運動の
分析により高齢者の段差に対するスキャンニングの特性を明らかにしている。
第5章では段差の視認性に床面の模様が与える影響に対する定量的評価が与えられた。これは，段差部
の視認性を現実の条件により近づけて検討しようとするものであり，実験の結果，模様が段差の視認、性iこ
与える影響および視線誘導の特性を見出しているc
さらに第6章では，高齢者対応のモデル{主宅内部で現実の歩行状態の視点停留をアイカメラにより.ま
た歩行動作の分析を筋電図測定とビデオカメラによる画像解析により行っている。結果として，とくに高
齢者は段差の有無によって歩行形態が異なり段美の存在を認識している場合でも歩行動作の制約を生
じることによりつまずきに至らないまでも段差が歩行の障害になっていることを明らかにしている。
第7章では，本研究で得られた結果をまとめて結論としている。
以上のように，本論文の成果は日常生活において最も多く発牛ーする事故の一つである半面上の床段差に
おけるつまず.きによる転倒のメカニズムを.高齢者と若者の比較において実証的に論じたものとして高く
評価される。さらに，得られた成果は安全な生活環境の策定に寄与するところが大きいと判断される。
審査委員会はこうした評価に基づき，本論文を博士〈学術〉の学位を授与するに値するものと認定した。
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